
 

大竹市におけるシンポジウム

のご報告② 

先月号に引き続いて今月は、広

島弁護士会主催のシンポジウム「地

域とのつながりへキックオフ～専門

家にできること～」（本年３月２６日、

於広島県大竹市）について、その内

容を報告します。全体として、３部構

成で行われました。 

  
まず、第１部では、基調報告とし

て当事務所大竹支所や岡山パブリ

ック法律事務所津山支所での活動

報告などがなされました。大竹支所

では、地域の方にとっては弁護士の

敷居が未だに高いという心理的な

障害が残っていたことに対して、大

竹市消費生活センターと連携し、地

域の福祉関係者と勉強会を開催す

るなど、弁護士をより身近に感じて

いただくための活動が行われてきま

した。引き続いて、高齢者・障がい

者・ＤＶ被害・消費者被害に関する

行政や福祉関係者との様々なネット

ワーク構築を中心とした岡山パブリ

ック法律事務所津山支所での活動

報告がなされ、広島でも見習うべ

き、大変示唆に富むものでした。 

第２部では、元サッカー日本代表

の久保竜彦さんらをお招きして、「地

域のスポーツ振興のために～子ども

たちに伝えたいこと～」というテーマ

でお話を頂きました。なぜ久保さん

がサッカーの指導者となったのか、

サッカーを通じて子供のたちに伝え

たいことや地域との関係などについ

て熱いお話を頂きました。 

 

第３部では、「地域の専門家が連

携してネットワークを作ろう」と題し

て、社会福祉士と弁護士によるパネ

ルディスカッションが行われました。

地域で活躍されている社会福祉士と

弁護士によって、具体的な事例に基

づいて、地域の方の権利擁護のた

めには、専門家同士でどのような活

動をしていくべきかということなどが

議論されました。その中で、専門家

同士がお互いに顔の見える関係を

作っていくことによって、緊密な連携

が構築され、地域の方の権利擁護

につながっていくことが確認されまし

た。          （丸亀 日出和） 

 

平成２５年７月８月の 
講演会等のご案内 

●「死刑を考える日」 

７月１３日（土）１３時３０分～１７時 

場所：広島ＹＭＣＡ２号館／入場無料・

予約不要／映画『赦し～その遥かなる

道』上映、東国大学(韓国)教授による

講演等／主催＆問合せ先：広島弁護

士会 TEL：082-228-0230 

●シンポジウム「内部被ばくと人権

～内部被ばくによる健康被害の防

止を考える～」 

７月２７日（土）１３時～１６時２０分 

場所：広島平和記念資料館東館メモリ

アルホール／入場無料・予約不要／

基調講演「ヒロシマ・ナガサキと内部被

ばく」「原爆症認定訴訟における内部

被ばく」とパネルディスカッション／主

催＆問合せ先：広島弁護士会 TEL：

082-228-0230 

●「ジュニア・ロースクール」 

８月５日（月） １０時～１５時３０分 

場所：広島大学東千田キャンパス／対

象：中学生・高校生８０名／参加費無

料／事前申し込みが必要。申込＆問

合 せ 先  広 島 弁 護 士 会 TEL ：

082-228-0230 

※上記イベントの詳細は広島弁護士

会ＨＰ（http://www.hiroben.or.jp/）をご

参照ください。 
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暑くなって来ましたね。夏と聞いて思い出されるのは、ひまわり。弁護士バッジは、ひまわりの中に天秤が描か
れているのは、よく知られていますね。ちなみに、検察官のバッジは、秋の霜と夏の日差しに似せているそうで
す。また、裁判官のバッジは三種の神器である八咫（やた）の鏡を模っています。それぞれのバッジに、どんな
意味が込められているか調べてみると面白いかもしれませんね。以上、法曹トリビアでした～。 


